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10
月
３
日
㈪
に
、
役
場
本
庁

で
、
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年

以
上
の
功
労
に
対
し
て
、
渡
紘

八
議
員
を
、
選
挙
管
理
委
員
と

し
て
16
年
以
上
の
功
労
に
対
し

て
、
猪
野
明
雄
委
員
長
を
表
彰

し
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

熊
野
町
功
労
者
を
表
彰

時
11
月
27
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

所
町
民
会
館

●
農
林
産
物
品
評
会
の出

品
受
付

　
農
家
の
皆
さ
ん
や
家
庭
菜
園

を
し
て
い
る
人
の
農
林
産
物
の

出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
11
月
26
日
㈯
午
前
９
時
半
〜

11
時
半

所
町
民
会
館

農
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
都
市
整
備
課
内
）

820
‐
５

６
０
８

　
９
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰
に
、

生
活
（
福
祉
）
交
通
の
運
行

計
画
策
定
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
第
１
回
を
開
催
し
、

約
90
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

と
、
高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
の
確
保
を
目
的
と
し

た
、
町
内
３
地
域
（
東
部
、
中

央
、
西
部
）
を
走
る
生
活
交
通

車
両
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

運
行
経
路
や
便
数
な
ど
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
地
域
の
問
題
点
、

現
状
の
把
握
と
し
て
「
交
通
の

移
動
で
困
っ
た
こ
と
」、「
行

き
た
い
場
所
・
時
間
・
頻
度
」

を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
「
こ
の
辺

り
は
、
バ
ス
停
が
遠
く
て
困
っ

て
い
る
」、「
買
物
や
病
院
へ

行
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
第
２
回
で
は
、
地
域

の
特
性
と
し
て
「
走
っ
て
欲
し

い
と
こ
ろ
」
や
「
車
を
止
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
」
を
話
し
合
い
、

第
３
回
で
は
、
ま
と
め
と
し
て

「
ル
ー
ト
や
停
留
所
の
案
」、

「
こ
の
バ
ス
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
ま
ち
の
活
性
化
策
」
の
提

案
を
話
し
合
う
予
定
で
す
。

政
策
企
画
課

820
‐
５
６
３

２

左
か
ら
木
谷
副
町
長
、
猪
野
委
員
長
、

渡
議
員
、
三
村
町
長

農
業
祭
開
催

生
活
（
福
祉
）
交
通
運
行
計
画

  

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た

広報「くまの」では、町民の皆さんのお宅に広報が

届くまでの期間を考慮して、おおむね発行月の11

日以降から翌月10日までの行事のお知らせを掲載

しています。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
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▽
推
進
月
間
標
語

「
守
る
の
は

　
　
気
づ
い
た
あ
な
た
の

そ
の
勇
気
」

▽
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
こ
ど
も
虐
待

　「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

迷
わ
ず
、
す
ぐ
に
相
談
・
通
告

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
虐
待
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

●
子
ど
も
の
様
子

□ 

い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ

声
や
保
護
者
の
怒
鳴
っ
て
い

る
声
が
聞
こ
え
る
。

□ 

不
自
然
な
あ
ざ
や
や
け
ど
な

ど
が
見
ら
れ
る
。

□ 

極
端
に
小
さ
い
・
や
せ
て
い

る
。

□ 

衣
服
・
身
体
が
極
端
に
不
潔

で
あ
る
。

□ 

食
事
に
異
常
な
執
着
を
示
す
。

□ 

ひ
ど
く
落
ち
着
き
が
な
く
乱

暴
、
情
緒
不
安
定
。

□
表
情
が
な
い
。

□ 

表
情
が
お
ど
お
ど
し
て
い
て
、

親
や
大
人
の
顔
色
を
伺
う
。

□ 

誰
か
れ
な
く
大
人
に
甘
え
る
、

警
戒
心
が
薄
い
。

□ 

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
だ
り
、
徘

徊
し
て
い
る
。

□
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。

●
保
護
者
の
様
子

□ 

地
域
や
親
族
な
ど
と
交
流
が

な
く
、
孤
立
し
て
い
る
。

□ 

小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い

た
ま
ま
、
よ
く
外
出
す
る
。

□ 

子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
否

定
的
で
無
関
心
で
あ
る
。

□ 

子
ど
も
に
関
し
て
否
定
的
な

発
言
を
す
る
。

□ 

気
分
の
変
動
が
激
し
く
、
か

ん
し
ゃ
く
を
爆
発
さ
せ
る
。

□ 

子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不

自
然
な
説
明
を
す
る
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

▽
相
談
・
通
告
の
流
れ

①
気
付
き

　
虐
待
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参

考
に
、
チ
ェ
ッ
ク
の
多
少
に
関

係
な
く
あ
な
た
の
周
り
で
少
し

で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
思
う

こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
か
ど
う
か
の
判

断
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
相
談
・
通
告

　
あ
な
た
が
見
た
り
、
聞
い
た

り
し
た
こ
と
を
お
話
く
だ
さ
い
。

通
告
し
た
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
保
護
さ
れ
ま
す
。

③
調
査

　
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
例

え
虐
待
の
事
実
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
通
告
し
た
人
が
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
対
応

　
児
童
相
談
所
（
西
部
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）
や
町
が
責
任

を
も
っ
て
対
応
し
ま
す
。
通
告

し
た
人
が
子
ど
も
や
家
族
に
引

き
続
き
か
か
わ
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
、
今
後
の
か
か
わ
り

方
の
助
言
な
ど
を
伝
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

相
談
・
通
告
の
窓
口

● 

民
生
課

820
‐
５
６
３
５

　 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　 

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15

分
● 

広
島
県
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー

254
‐
０
３
８
１

● 

海
田
警
察
署
熊
野
交
番

854

‐
０
１
０
２

● 

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル

０
５
７
０
‐
064
‐
000

　
親
の
立
場
か
ら
は
「
し
つ

け
」
で
も
、
結
果
的
に
子
ど
も

の
心
や
体
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

こ
と
は
「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
の
背
景
は
複
雑

で
、
一
人
で
は
解
決
す
る
こ
と

が
難
し
い
問
題
が
重
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
一

概
に
保
護
者
を
非
難
す
る
の
で

は
な
く
、
虐
待
の
背
景
を
理
解

し
、
地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て

家
庭
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

民
生
課

820
‐
５
６
３
５

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
は
、
児
童
虐

待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。


